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· 厚生労働省

・平成23年度 福祉行政報告例の概況（11月29日）
平成23 年度中に児童相談所が対応した養護相談のうち「児童虐待相談の対応件数」は
59,919 件となっている。
相談の種別にみると、「身体的虐待」が21,942 件と最も多く、次いで「保護の怠慢・拒
否（ネグレクト）」が18,847 件となっている。
また、主な虐待者を構成割合でみると「実母」が59.2％と最も多く、次いで「実父」27.2％
となっている。
被虐待者の年齢別にみると「小学生」が21,694 件（構成割合36.2％）、「３歳～学齢前」
が14,377 件（同24.0％）、「０～３歳未満」が11,523 件（同19.2％）となっている。
http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/gyousei/11/index.html
＊文部科学省

・「いじめの問題に関する児童生徒の実態把握並びに教育委員会及び学校の取組状況に係る緊急調査」結果について（11月22日）

いじめの早期発見、早期解消につなげるよう、緊急に各学校におけるいじめの認知件数
等を把握することを目的として実施された調査結果。
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/24/11/1328432.htm
＊毎日新聞
・ひまわりが咲く日:児童虐待を追う　現場最前線／１　被害の実態、赤裸々に　／奈良（11月23日）
◇ガイドに医師たちの思い
　一冊のガイドに医師たちの思いがつまっていた。

　虐待から一人でも多くの子供を救いたい。そのためには、「虐待」と診断すべき方法を示すだけでなく、被害の実態を赤裸々にするしかない。収められた数十枚のカラー写真は、その悲惨さを雄弁に語っていた。

　首を絞められた跡、カッターナイフで肩から腰まで切られた傷、赤くじくじくとしたやけど、全身に広がるうみと湿疹（しっしん）。多くが児童で、生後間もないとみられる赤ちゃんの写真もあった。

　掲載されたのは、県発行の医師用「児童虐待防止ビジュアルガイド」。中心となって昨年３月、作成したのは十数人の医師。勤務医だけでなく、開業医も参加した。領域は小児科、救急、法医学、脳神経外科など幅広い。

　医療機関が診療を通じて虐待を知る機会は少なくない。しかし、県内の児童相談所への通告は昨年度、全体の約２％。多くの医師は関心が低く、虐待を疑っても通報をためらっている現実が浮かぶ。このガイドはその意識改革も狙った。

　◇事故か否かの診断、難しいケースも

　「虐待の本当の悲惨さを知っていますか」。作成メンバーの１人で、県立医科大付属病院（橿原市）の小児科医、嶋緑倫さん（５８）は、記者に問いかけた。

　「ガイドの写真を見ると、抵抗ができない子供を相手に、『これが人間のやることか』と思うほどひどい」。一方で、虐待か否か、診断するのが難しいケースも経験している。

　３、４年前、救急搬送されて来た生後数カ月の赤ちゃん。頭蓋骨の内部に出血を起こしていた。両親は「落ちた」と説明したが、落ちてできたものとは思えなかった。

　「医者としてこれは児童相談所に通報（通告）しないといけません」。はっきり伝え、通告した。その後、どうなったのか。

　両親は現在、歩くことも話すこともできない重度の障害が残った女児を献身的に介護している。結局、「落ちた」のは虐待だったのか、事故だったのか。今でも分からない。

　県立医科大付属病院は今年４月、研修医を対象に児童虐待の講習を初めて行った。ガイドを配布し、たばこを押しつけられるなどした子供の写真をスライドで紹介。痛ましさに、顔を背ける研修医もいた。法医学と小児科の医師が講師を務め、早期発見の大切さを訴えた。来年度も行う予定で、担当者は「医療の最前線に出る研修医に、虐待が実際にどんなものなのか知ってもらいたい」と話す。

http://mainichi.jp/area/nara/news/20121123ddlk29040603000c.html
・ひまわりが咲く日:児童虐待を追う　現場最前線／２　「子供を地獄に帰さない」　／奈良（11月30日）
◇傷の“背景”考えてこそ
　医師の仕事を超えた医師がいる。

　「傷を治すだけではなく、傷の背景を考えなければならない」。県立医科大付属病院（橿原市）の脳神経外科医、朴永銖（ぼくえいしゅ）さん（４８）。そう考えるようになったきっかけは約２０年前の出来事だった。

　当時、京都府内の病院の勤務医だった。ある夜、突然、呼び出された。救急搬送されてきたのは５歳くらいの女の子。脳出血を起こし瀕死の状態だった。緊急手術を行い、一命を取り留めた。

　「義父の暴力」が原因とみられた。一時保護が決まり、女児は、児童相談所の職員が夜中に病院からそっと連れ出した。しかし、２カ月後、家庭に戻された。

　それまでにも義父に殴られてあざを作り、別の病院で治療を受けていたことを知った。他の病院関係者も暴力に気付いていた。それでも、その頃は「しつけ」とされ、暴力が黙認される傾向が強かった。

　◇一命取り留めるも、家に戻された女児

　再び、虐待される可能性が高い環境に入れられた女児。医師になってまだ４年。治療しか頭になかったが、女児の境遇を考え、初めて「治療だけでいいのか」と悩んだ。そして虐待された子供の治療などの経験を重ねるにつれ、外傷の背景となる家庭環境などを知らなければ、虐待を防ぐことができないと知った。

　あの女児はその後、どうなったのかは分からない。ただ、「子供を地獄に帰してはいけない」。今ははっきりそう言える。

　児童虐待は密室性が大きな特徴だ。目撃者が少なく、被害者は幼くて説明がうまくできないことが多い。ある県警幹部は捜査をする上で「傷の鑑定はとても大切。医師など専門家の意見をどんどん取り入れていくべきだ」と話す。

　ただ、医師も外傷の原因が事故か虐待か迷うことは多い。前回紹介した、医師や歯科医師向けのガイド製作はその対策の一つだが、組織として対応しているのが、県立医科大付属病院だ。０８年に虐待防止委員会を設立した。

　虐待の疑いがある場合、現在は小児科、脳神経外科、精神科、総合診療科、眼科の医師５人と看護師２人らが集まり、事例を分析して虐待かどうかを判断している。虐待との結論になれば、病院として児相に通告する。検討事例は毎年数件あるという。

　◇「大切なのは予防」　関係機関、密に

http://mainichi.jp/area/nara/news/20121130ddlk29040417000c.html
・いじめ:半年で１４万件　専門家「対応見直しの契機」　現場「多角的支援策を」（11月23日）
　◇専門家「対応見直しの契機」

　今回の緊急調査は、都道府県ごとにばらつきが激しく、全国的な正確な分布は把握できない。しかし、啓発的な意味において、専門家は評価している。

　「いじめとは何か」の著者、森田洋司・前大阪樟蔭女子大学長は、鹿児島県などでいじめの認知件数が増大したことを「評価すべきだ」という。「今回の緊急調査はこれ以上の犠牲者を出さないため。個人面談やアンケートなど調査法が違い、結果のばらつきは理解できる」と分析した上で「認知件数を上げるのは、いじめに対応する積極的な姿勢の表れ。むしろ件数を問題視することが、いじめを隠すことにつながる」と警鐘を鳴らす。

　国立教育政策研究所の滝充・総括研究官も「鹿児島の３万件は驚かない。全国で３０万〜４０万件でもおかしくない」。小中高校は全国に約３万７０００校あるからだ。滝氏は「調査は学校が対応を見直すきっかけになる」と評価する。

　◇現場「多角的支援策を」

　調査からは、いじめ問題への対応の課題も浮かんだ。

　文科省は、いじめ把握のため児童生徒へのアンケート実施を教育委員会に求めてきた。緊急調査で都道府県と政令市の全教委が「学校に実施を求めた」と回答したが、市町村教委は８％余りが求めていなかった。また、教職員を対象にしたいじめの校内研修は、公立小中高校の１２％余りが「実施していない」と回答。文科省は傷害などいじめが犯罪行為の可能性がある場合には警察への通報を求めているが、公立小中高校の１１％余りが「通報していない」と答えた。

　文科省は社会福祉士などのスクールソーシャルワーカーを現在の１１１３人から倍増させ、臨床心理士などのスクールカウンセラーを公立中の全校に、公立小の約６５％に配置する計画を立て、予算要求している。毎日新聞が実施した現役教師１０４人へのヒアリング調査からも、支援スタッフを求める意見が目立った。茨城県の５０代の男性中学教師は「担任となかなかつながれない子供たちもいるので、いろいろな窓口を用意したい」とした。さらに、授業を持たない生徒指導担当教師の配置、警察や児童相談所との日常的な連携に加え「弁護士に相談できるような仕組みを。無理を言う加害者側の保護者に教師が泣き寝入りすることも多い」（大阪・５０代小学女性教師）など、より多角的な支援策を求める声が相次いだ。

http://mainichi.jp/select/news/20121123mog00m040013000c.html
＊読売新聞

・シリーズ　いじめと向き合う　※（１）～（６）は最新情報10月に記載
（７）支援チーム自ら指名（11月3日）

保健室で男女の生徒６人が“会議”を開いていた。「朝迎えに行ってみる」「時間割が変わったのを伝えたよ」。１０月中旬、北海道小樽市立望洋台中学の放課後。議題は「どうすれば不登校の同級生、和彦君（仮名）が学校に来られるようになるか」だ。

　和彦君はいじめをきっかけに、１年ほど前から休みがちになった。登校したいけどできない――。そんな彼が学校に足が向くように、「サポートグループ」のメンバー６人が電話や手紙、自宅訪問などあらゆる手段を使って働きかけを続けている。

　サポートする面々は、「彼らなら僕を助けてくれる」と和彦君が指名した。まとめ役の八幡睦実・養護教諭は「子ども同士の助け合い（ピア・サポート）を軸に支援の輪が広がると、３か月ほどでクラスの雰囲気が一変する。結果的にいじめを解消することができる」と話す。

　メンバーの一人は「和彦に頼られているのがうれしい。わだかまりがあるなら僕たちが守ってあげたい」。照れながらもきっぱりと言った。

　生徒の間にある友情や共感をより深めることでいじめの解消を図る「サポートグループ・アプローチ」は、英国の学校コンサルタントのスー・ヤングが開発し、同国で多数の実践例がある。

　八幡教諭は２００９年に、この方法で生徒の問題解決に乗り出した。これまで、いじめなどが原因の不登校事例７件のうち５件で、生徒が登校できるようになったという。

　この手法には決まりが一つある。「いじめの実態や加害者が誰かには、極力触れない」ことだ。「困っている子どもが今よりもっと楽しく幸せになることを第一に、『解決志向』で手助けする方法です」と八幡教諭。

　前任校では、いじめっ子のＡ子がサポートグループに加わったこともあった。Ａ子にいじめられ、不登校になったＢ子が「Ａ子と仲直りしなければ楽しい学校生活はない」と指名したからだ。

　担任教諭がＡ子と周囲の生徒に注意、指導しても反発され、事態が深刻化していたケースだった。Ａ子は渋々サポート会議に出ていたが、苦慮しながら支援するメンバーの姿を見るうちに、徐々に変わっていった。「Ｂ子と話をする」。２人は和解し、Ｂ子は教室に戻ることができた。

　八幡教諭は言う。「解決が困難な、複雑で深刻ないじめの問題に対処するには、発想を転換してみるのも有効なのではないでしょうか」（山田恵美）

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121027-OYT8T00303.htm
（８）仲裁役　まずは子ども（11月7日）

　「２人ばっかりしゃべって、置いてきぼりにされた気分」「話に入ってきたらええやん」。双方が言い分を吐き出し、議論が平行線になったところで、仲裁役を務める担任の山下雄介教諭（２７）が問いかけた。

　「じゃあ、君たちは相手にどうしてもらいたいの？」

　１０月上旬、大阪府寝屋川市の市立池田小学校３年の総合学習の時間。子どもたちは、前日に実際あった話し合いのトラブルを題材に、「ピア・メディエーション」（仲間による仲裁）という仲裁の手法を学んでいた。

　ピア・メディエーションとは、子ども同士のトラブルに、教師や保護者ではなく子どもが間に入り、解決する手法のこと。１９６０年代以降、北米で普及した。当事者双方がお互いの価値観を理解できるようになるほか、近年ではいじめ対策としての有効性が注目されている。

　仲裁役は、「正直に気持ちを打ち明ける」「しっかり相手の話を聞き、途中で遮らない」などの話し合いのルールを当事者に示し、これらを守らせて公平に言い分を聞く。その上で合意点を探り、当事者に解決を委ねる。

　この日、仲裁役の手本を示した山下教諭は、途中で口を挟もうとした児童に「ちょっと待っててね」と言い、その子の番が回ってきた時には「待ってくれてありがとう」とねぎらった。発言権を互いに尊重することの大切さを学ばせるためだ。時間内に合意には達しなかったが、子どもたちは「前よりはスッキリした」と笑顔をのぞかせた。

　ピア・メディエーションの研究に取り組む奈良教育大学の池島EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(とくひろ),徳大)教授（６１）は、「小さなトラブルを仲間内で解決すると、いじめの芽を摘むことができると分かった」と話す。２００８年には、寝屋川市教委の指導主事（当時）と研究会を設立し、市内の小中学校で導入を進めてきた。

　山下教諭のクラスもその一つ。０９年度に始めてから、見よう見まねで仲裁する児童が増えたという。実際にけんかを仲裁したことのある女子児童（９）は「解決が早まると思って間に入った。でも、片方の言い分に納得し、２人で１人を責めてしまった。真ん中にいるのは難しい」と話す。

　池島教授は語る。「大人が子どもの話を聞かず、安易な解決法を押しつけると、子どもに大人への不信感やストレスがたまり、いじめを誘発しかねない。まずは仲間内で納得できる解決に導くことが大切なのです」（小寺以作）

　メモ　ロールプレイを通したピア・メディエーションの授業例には以下のようなものがある。（池島徳大、竹内和雄著『ピア・サポートによるトラブル・けんか解決法！』より）
▽悪口を言った、言わない
▽掃除さぼったでしょ？
（いずれも、怒りの原因を引き出し、互いの気持ちに気づかせる）
▽ボールの取り合い（ジャンケンに頼らず、ウィンウィン＝相互利益の解決を目指す）

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121031-OYT8T00389.htm
（９）幼児　けんかで成長（11月8日）

　園庭で、きりん組（４歳児）の子どもたちが遊んでいた。キックスケーターを乗り回す大柄な康一君（仮名）に、何度も「貸して」と食い下がり、そのたびに突き飛ばされるのは細身の俊太郎君（同）だ。

　やっと譲ってもらい、満面の笑みで走り出すと、見守っていた男性保育士（３１）が「良かったなぁ」と声をかけ、康一君には「貸してあげたんや」と頭をなでた。

　大阪府熊取町のつばさ共同保育園では、園児のけんかをできるだけ見守るのが保育方針だ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(いちはら),市原)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(よしこ),悟子)園長（５９）は「けんかやぶつかり合いは成長のチャンス。大人が『そろそろ交代ね』と間に入ると、守られる側とたしなめられる側になり、子どもの人間関係がおかしくなる」と解説した。

　この保育方針は、姉妹園のアトム共同保育園が１９９４年、いじめや少年犯罪の事件が相次いだため、保護者と考えて決めたものを受け継いだ。両園の理事長でもある市原園長は「幼児期に人間関係に悩む体験をすることが重要だ。問題を起こす子どもには、こうした体験が抜け落ちていると感じた」と振り返る。

　気の済むまでやらせて考えさせたり、お互いの気持ちが分かるまで２人きりで話し合わせたり、手探りの連続だった。「仲良くしたいのにたたいてしまう」「本当は一緒に遊びたい」。園児の悩みに耳を傾ける様子がメディアで紹介されると、全国の保育関係者が見学に来るようになった。

　子どもがもめ事を起こす理由は、大人が考えたのとまったく違うことが少なくない。

　ある時期、ぞう組（５歳児）で、遊びの輪に入ろうとした麻里ちゃん（仮名）が、断られて泣き出すことが増えていた。大野京子保育士（３４）が「なんでいやなの？」と促すと、麻里ちゃんは「断られるより、みんなに一斉に言われるのが悲しい」と話し始めた。

　女の子たちは、涙の理由を知って神妙な表情になり、「これからは１人ずつ話すようにするね」と約束。以後、言葉に気遣いが生まれ、トラブルは減っていった。「入れてあげなさいと叱ったのでは、同じようなけんかを繰り返したでしょう」と大野保育士は説明する。

　市原園長は強調する。

　「互いの気持ちが分かればいじめに発展することはない。いじめ予防は幼児期に始まっているのです」（大広悠子）

　メモ　共同保育園とは、保護者と保育士が協力して運営する保育園のこと。保育園が不足した１９６０～７０年代に、保護者が資金を出し合って保育士を雇う形で始まったケースが多く、当時はほとんどが「無認可園」だった。その後「認可園」になったところもある。現在でも父母会活動が盛んで、保護者の意見が園の運営方針に積極的に反映されている。

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121101-OYT8T00278.htm
（１０）データ基に学級作り（11月9日）

「夏休み前はざわざわした場面もあったけど、最近は落ち着いてきましたね」。１０月上旬、東京都狛江市の狛江第三中学校。２年生の学級の様子を見に来た大学院生が印象を話すと、担任の戸田美世子教諭（４３）は、我が意を得たりとうなずいた。

　同市では今年度から、早稲田大学の河村茂雄教授（心理学）の研究室に学級運営について助言を受けている。狛江三中もその一つで、大学院生ら１７人が毎日交代で訪れ、学級の状態を確認する。

　助言の基礎データとするのが、河村教授が開発したアンケート「Ｑ―Ｕ」だ。「学級の人から無視されることがある」など約４０の質問を生徒に答えてもらい、学校生活に意欲を持っているか、学級に満足しているかなどを測る。いじめ発見率は９５％とされる。学級集団の構造が客観的に理解できるため、まとまりのよい学級を作るにはどうするべきかがわかる。

　同中で今年６月に行った「Ｑ―Ｕ」で、戸田教諭の学級は、学級生活に満足している生徒が多い一方、「級友や教師に認められていない」と感じる「非承認群」の生徒も多かった。非承認群を放置すると、学級内での地位が低下し、いじめに発展する恐れもある。戸田教諭はこうした生徒への声がけを増やす一方、給食の時間などに、さりげなく生徒同士でほめあう機会を増やすよう努力した。

　その結果、非承認群だった生徒の一人に変化が見られた。今まで学級活動に消極的だったのが、後期の学級委員に立候補。「最近の学級はまとまってきたし、けじめもある」と話し、居心地の良さを感じている様子が見られたのだ。

　教師生活１４年目の戸田教諭は「Ｑ―Ｕがなければ、経験や感覚だけが頼り。意外な結果の生徒も何人かいて、目からウロコです」と明かす。工藤聡・副校長（５１）も「導入してから、教員たちは客観的なデータをもとに学級運営をするようになった」と話す。

　河村教授は「最近の教師は子どもとのコミュニケーションの時間が足りない。教師は子どもたちの満足感を把握し、変化があれば先手を打って対応するべきだ」と強調する。いじめ防止はまず学級作りから、と言えそうだ。（木村達矢、写真も）

◇

　Ｑ―Ｕ　「Ｑｕｅｓｔｉｏｎｎａｉｒｅ―Ｕｔｉｌｉｔｉｅｓ」の頭文字に「級友」をかけた。正式名称は「楽しい学校生活を送るためのアンケート」。

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121102-OYT8T00293.htm
（１１）校長が率先「根絶宣言」(11月10日)

　群馬県高崎市立倉渕中学校で、９月下旬に行われた３年生の道徳の授業。担任の塚越英男教諭（３８）が、ある作文を読み上げた。

　＜自分は気が小さくて、暗くて、いいところがない。本当にこのクラスにいる意味があるのかな＞

　実際に同中の生徒が書いた文章だ。授業のテーマは「命を大切に」。生徒らは、作文を書いた生徒にどうアドバイスするかを考え、「いなくてもいい人なんていない」「自分に自信を持ってほしい」などと発表した。

　同市内の小中学校では今年度から、独自の「いじめ防止プログラム」に基づいた指導が行われている。校長が率先して「いじめは絶対許さない」との基本姿勢を打ち出すため、各校独自の「いじめ根絶宣言」を策定。これまで学級活動や道徳などで単発的に行われがちだったいじめ問題についての指導を、年間計画として位置づけたのが特徴だ。

　例えば倉渕中では、「いじめをしない」「いじめを許さない」「いじめに負けない」という三つのスローガンを書いたポスターを作成し、教室や廊下、玄関など校内の約２０か所に掲示。年度初めに根絶宣言を全校で確認した後、学級づくり、人権についてのテーマ学習など、科目横断的に指導を展開する。この日の道徳は、９月上旬に生命の大切さについて助産師が講演した内容を受けて実施した。

　プログラムは、いじめ問題をライフワークにしている飯野真幸教育長（６３）が今年３月、長年の教育現場での経験や、いじめ防止に力を入れている英国への視察などを基に作成した。「『点』を『線』の取り組みにするのが狙いです」と飯野教育長は話す。

　飯野教育長によると、英国では１９８０年代末からいじめが社会問題化。政府はいじめ問題に取り組む民間団体や大学への助成を進めるなど、社会全体に「いじめは許さない」という雰囲気を作ることに努めている。特に校長には、いじめ防止規定の策定を義務づけているという。

　こうした中、同中では夏休みの部活で、生徒の物が隠されたり、陰口をたたかれたりするなどの問題が発生。９月初旬に全校集会を開き、ポスターを改めて見せながら、生徒にいじめ指導を行った。原田和之校長（５６）は「根絶宣言があるので、指導が効果的に行えるようになった」と話している。（木村達矢、写真も）

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121103-OYT8T00301.htm
（１２）判決文読んで考える（11月15日）

「給食をシャープペンシルでかき回すことも、粘着テープを顔に貼って勢いよくはがすことも、裁判ではいじめとされました」。

　９月下旬、鹿児島県いちき串木野市立串木野中学校１年、民事訴訟の判決文を使った授業。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しんぷく),新福)悦郎教諭（５０）の説明に、生徒の一人が「それもいじめになるんだ。自分もやったことがある」とつぶやいた。

　「責任は誰にあると思う？」と新福教諭が聞く。「先生が気づくのが遅かった」「見て見ぬふりをした周囲の生徒はいじめたのと同じ」など次々と意見が出た。「被害者にも原因があったかも」との声もあったが、「被害者はいじめをやめさせようと頑張った。責任転嫁はおかしいのでは」という指摘に、みな納得した表情でうなずいた。

　判決文を使った授業は１９９６年、県内で男子中学生がいじめを苦に自殺したのを受け、教員の有志が考案した。３時間の構成で、１時間目は判決文からどの行為がいじめになるのか把握。２時間目は誰にどんな責任があるかを話し合い、３時間目は自分に何ができるのかを考える。

　当時、鹿児島大学助教授として授業案作りの中心となった梅野正信・上越教育大学教授（５７）は「判決では多くのいじめ行為が事実として認定される。それらの事実を、いじめかどうかを考える物差しにしたいと思った」と振り返る。

　この日の授業は２時間目。翌日行われた３時間目の授業では、周囲はどうすべきだったか、自分ならどうするかとの問いかけに、「いじめっ子に注意してやめさせることができなくても、先生に手紙を書く」「いじめられている子を慰める」など、できそうな行動が次々に挙げられた。

　浜田真未さん（１３）は「声をかけることなら私にもできる。早くこんな授業を受けたかった」と晴れ晴れとした表情を浮かべた。

　新福教諭自身も、「いじめ」と「ふざけ合い」を区別する尺度を意識するようになったという。例えば、中学生の男子ならプロレスごっこはやめさせる。判例などから、それがいじめにつながるケースが多いと知っているからだ。

　２０代の頃、いじめに悩む教え子から「先生に相談して何になるの？」と言われたことがある新福教諭。一人ですべてを解決しようとせず、教師と生徒が正確な知識を得たうえで、できることをすれば、いじめは減らすことができると感じている。（山田恵美）

　メモ　判決は専門用語が多いため、易しく書き直して教材としている。代表的なのは、１９８６年に東京都中野区の鹿川裕史君（当時中２）が自殺した中野富士見中いじめ事件や、９４年に神奈川県津久井町（現・相模原市）で起きた平野洋君（同）の自殺を巡る民事訴訟など。

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121108-OYT8T00578.htm
（１３）心理的ストレスを解消（11月16日）

緊張して脂汗をかいた顔の絵が描かれた黒板を前に、スクールカウンセラーのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ながうらひろむ),永浦拡)さん（２７）が問いかけた。

　「いじめっ子のＢさんに仲間外れにされたＡさんは、つらくてこんな顔になってしまう。実は、Ｂさんも同じ顔をしている。心の中はどうなっていると思う？」

　兵庫県西脇市立西脇東中学校１年の道徳の授業。黒板の顔の絵は、ストレスを抱えた心の状態だ。「イライラしている」「さみしい」「不満だらけ」――。次々に発言する生徒たちに、永浦さんが語りかける。「だから誰かを傷つけてしまう。そうなる前に楽しい時間を作ったり、友だちや先生に相談したりしよう」

　永浦さんは、臨床心理士の資格を持つ兵庫教育大学の大学院生。文部科学省の事業により、昨年４月から同中で毎週１回、思春期の悩みを抱える子どもたちの相談に乗る。

　昨年９月からは月１回、担任教諭とチームで、「こころのサポート授業」を始めた。心理チェック、ストレスの心身への影響と解消法、いじめっ子の心理や体験の学習などで、ストレスとの付き合い方を学ぶプログラムだ。

　「校内で落ち着かない状態が続いていた。生徒数が少ないので人間関係が固定化し、ふざけあいがエスカレートする場合があると感じた」とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(むらいつかさ),村井省)校長（５９）は振り返る。

　月１回の授業を続けるうち、アンケート結果から算出する「ストレス度」が少しずつ減少し、学校は落ち着きを取り戻した。１年担任のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たつか),達可)健太朗教諭（２８）は「専門家の視点から助言してくれ、クラスの問題をより的確に把握できるようになった」と明かす。

　授業のプログラムを開発した同大のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とみながよしき),冨永良喜)教授（６０）は「いじめ予防には、いじめっ子の心の問題と向き合わなければなりません。親子関係など心理的なストレスが高じると、いじめを引き起こす要因となるからです」と指摘する。

　授業では、最後に生徒たちが２人１組で前後に座り、１人がもう１人の肩にそっと手を置いた。いじめ防止に不可欠な仲間の存在を、肩のぬくもりで感じる試みだ。「わぁ、めっちゃ温かい」。あちこちで歓声が上がる。

　体験を交えた体系的な授業が、生徒たちの心に響いている。（山田恵美）

　スクールカウンセラー　学校などに週１回程度出向き、児童生徒の心の相談に乗り助言を行う。臨床心理士や精神科医、大学教授などが務める。昨年度は小学校から高校まで全国約１万５０００校で約６４００人が活動した。
http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121109-OYT8T00756.htm
（１４）「心の基盤作り」で予防（11月17日）
　「ぼくの良いところは、いつも元気なところです」「私は優しい性格です」。自分の長所を一人ずつ発表する子どもたち。発表ごとに他の児童が大きな拍手を送る。９月中旬、鳴門教育大学が徳島県阿南市の平島小学校４年で行った予防教育の一コマだ。

　いじめや暴力、うつ病、肥満といった子どもたちを取り巻く問題は、すべて心の問題から発生しているというのが予防教育の考え方だ。同大の予防教育は、「自律性」と「対人関係性」の育成を大目標とする包括的なプログラムで、いじめや生活習慣改善など特定の問題に絞った「オプショナル教育」も用意している。

　授業の構成は凝りに凝っている。合間に動物のキャラクターが登場するアニメを放映し、子どもたちの集中を途切れさせない。付箋に自分の良いところを書いて黒板に貼り、友だちに質問もしてもらうなど、手も頭も動かす。

　「感情をかき立てることで、知識の定着を図っている」。開発した同大予防教育科学センターの山崎勝之所長（５７）は胸を張る。この日、２時間分行われた授業の前半のテーマは「自分の長所を探す」、後半は「友だちの長所を探す」。担当した同センター研究補佐員のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やすださゆら),安田小響)さん（２７）は「児童の目が輝いており、メッセージが心に届いたと思う」と手応えを感じた様子だ。

　山崎所長によると、いじめっ子の心の状態は、家庭環境が大きく影響している。幼児期に空腹などの生理的欲求を親から「うるさい」などと抑え込まれたり、攻撃的行動で目的を達成する親の姿を見たりすると、他人が困る姿を喜ぶ心理が働くようになる。

　「いじめ問題を直接考えさせる授業は速効性があるのは確か」と山崎所長。だが、加害者の心は根本では変わっていないため、しばらくたつと再びいじめは起こる。いじめ撲滅には、長期で地道な「心の基盤作り」が必要、というのが山崎所長の考えだ。

　同大の予防教育は小３から中１まで計１６０時間の授業で構成する大規模なものだ。今年度、同県内の公立小１５校で試行的に始まり、平島小では３、４、６年生で８時間ずつ行う計画となっている。「３年後には徳島県下で広く定着させ、その後、国内外に広げていきたい」と山崎所長は意気込む。

　勉強中心になりがちな学校で、心の育成にどこまで本気で取り組めるかが問われている。（木村達矢）

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121110-OYT8T00279.htm
（１５）[反響特集]「心の傷どうすれば」（11月21日）

　連載「いじめと向き合う」では、いじめ事件の現場となった学校ではなく、ごく普通の学校における事例や取り組みに焦点を当てた。

　読者の反響では、不登校生徒の親から「いじめられる苦しみを分かってほしい」という切実な思いや、学校現場から「実際に学校で行われている事例が参考になった」との感想などが寄せられた。

◇

　富山県の４０歳代主婦は、中学２年の娘が現在、友だち関係の悩みから、１年近く登校できない状態が続いており、「娘の心の傷をどうすればよいのかわからず、親も苦しんでいます」とメールを寄せた。先生はいろいろ考えて対応してくれるので、感謝もしているが、期待していない。いじめている子どもたちの心には何も響かないからだという。

　「いじめで不登校になった子の苦しみを分かってもらうことが、いじめている子の心の向きを変える手になるのでは」と、胸の内を明かした。

　福岡市の男性会社員（３４）は、「ぼく自身、小中高とずっといじめを受け続けた」とファクスで打ち明けた。電話取材に対し、１０月２７日に掲載した北海道小樽市立望洋台中学校のサポートグループの取り組みに言及。「昔からいじめは一向に減らないと感じているが、いじめを解消するには発想を転換するのも有効だ、という指摘に目が開かれる思いがした」と語った。

◇

　いじめっ子４人の証言を掲載した１０月１８、１９日の記事についてブログに感想を書いた札幌市のバレエスタジオ経営、星香穂里さん（４６）に連絡を取った。３歳から高校生まで二十数人を指導しているが、最近、子どもたちが互いに気を使ってもめ事を避けようとし、自分を表現することが苦手になっていると感じるという。

　「子どもの有り余るパワーや認めてほしいという欲求をいかに健全なものに向けていくかが大切だと、改めて考えさせられました」とブログに記した星さん。「私のような第三者が学校外の人材として何かの役に立てるのではないでしょうか」と話した。

　きちょうめんな字で何回も感想をはがきで寄せてくれた埼玉県川越市の３０歳代女性フリーターは、「いじめは学校だけでなく、コミュニティーでも起こる。罪の意識を持たないまま加害者が社会に出てしまった場合、同様のことを続ける可能性は十分考えられるのでは」と心配していた。

◇

　群馬県高崎市立倉渕中学校では、連載のコピーを全教職員に配り、いじめ問題への意識を高めるよう努めているという。宮田智・同中教頭（５２）は「いじめ関連本は多くあるが、理論的な側面が強い。子ども同士のサポートや警察などの外部機関との連携など、他校の実例を知ることは非常に参考になる」と話した。

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121114-OYT8T00243.htm
（１６）全国Ｗｅｂカウンセリング協議会　安川雅史理事長に聞く（11月22日）

大人もネットの知識を

携帯電話やスマートフォンの普及で、いじめの形態も大きく変わってきた。

　対処するには、特別な知識も必要で、学校だけでは対応できないケースも増えている。ネットいじめに関する相談を受け付けている全国ｗｅｂカウンセリング協議会（東京都港区）の安川雅史理事長（４７）に現状と課題を聞いた。

◇

　――ネットいじめの現状は。

　「民間団体にネット監視を依頼している自治体は多いが、オープンなサイトしか監視できない。昨年頃から会員制やパスワードが必要なサイトに悪口が書き込まれるケースが増え、ネットいじめが見つけにくくなっている。海外のサイトが使われた場合、日本語で削除依頼ができない。より悪質化している印象がある」

　――どう対応するのか。

　「多くの掲示板サイトでは、削除依頼すれば速やかに対応してくれる。ただ、情報の拡散スピードがどんどん速くなり、全ての書き込みを消し去るのは不可能だ」

　――子どもたちを悪質な書き込みから守る方法は。

　「問題のあるサイトに接続できないようにする『フィルタリング』機能をオンにするのが基本。子どもたちは『情報収集ができなくなる』などと親に言って、フィルタリングを解除するよう頼むことがあるが、合法的なサイトには接続できるので解除してはいけない。親子でコミュニケーションがきちんととれていれば、人の気持ちが分かるようになり、友だちを傷つける書き込みはしないはずだ。悪口を書かれた場合も、顔色の変化で子どものＳＯＳに早期に気付くことができる」

　――学校ではどう対応したらいいか。

　「教師も携帯電話やスマートフォンの基本的知識は必要だ。でないと、子どもたちはバカにして聞く耳を持たなくなる。携帯持ち込みを禁止にしている学校でも、実際は持ち込み、授業中や休み時間にメールを送っていることが多い。教師は昼休みにも教室にいて、仲間外れの子がいないかなどチェックしてほしい。一番問題なのは、子どもたちと仲良しになる『友だち先生』。強く注意ができなくなり、いじめが助長されてしまう」（聞き手・木村達矢、写真も）

　フィルタリング　アダルト、出会い系など有害サイトへの接続をできなくする機能で、携帯電話やスマートフォン購入時に設定できる。Ｗｉ―Ｆｉなど無線ＬＡＮの利用者は、別に専用アプリが必要なことも。ソフトバンクやＫＤＤＩ（ａｕ）は無償で専用アプリを提供。有料アプリには「ｉ―フィルター」などがある。

　やすかわ・まさし　北海道出身。高校の英語教師をしていたが、いじめや不登校問題に力を入れるようになり、２００５年７月、全国ｗｅｂカウンセリング協議会を設立。ネットいじめに対応するアドバイザー向けの研修なども実施している。

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121115-OYT8T00559.htm
（１７）統一プログラムで効果（11月23日）
フィンランド・トゥルク大学　クリスティナ・サルミバリ教授に聞く

学力の高さとともに、いじめ対策先進国としても知られるフィンランド。２００９年から統一的ないじめ防止プログラムEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(キバ),「ＫｉＶａ)」が小中学校で導入され、効果を上げている。

　プログラムの開発者で、１０月上旬に鳴門教育大学の招きで来日したトゥルク大学のクリスティナ・サルミバリ教授（４５）に話を聞いた。

◇

　――フィンランドではいつ頃からいじめが問題になったのか。

　「私自身は約２５年前からいじめのメカニズムなどを研究してきた。１９９０年代初めに、いじめに関する悲惨な事件や自殺などが相次ぎ、メディアが大きく取り上げたこともあって社会の注目を集めるようになった」

　――政府はどんな対策を。

　「９９年に学校の安全確保に関する法が制定され、０３年の法改正で各学校にいじめ対策の行動計画策定が義務づけられた。だが、学校ごとにプログラムを作ると時間がかかり、効果があるかどうかもわからないので、０６年に政府の依頼を受けてＫｉＶａの開発を始めた。０９年から全国の小中学校で導入が始まり、現在、９割の学校で採用されている」

　――効果はどうか。

　「導入してから９か月後のいじめ被害の報告件数は、導入していない学校に比べて２割前後低かった。生徒の不安感、抑うつ傾向も低く、逆に学校への愛着や学業意欲は高かった。以前は『うちの学校にはいじめはない』と話す校長が多かったのが、『いじめはある。こういう対応をとっている』と報告するようになるなど、意識の改革もあった」

　――日本のいじめ対策の現状をどう見ているか。

　「私たちがいじめ研究を始めた当時、参考文献は北欧以外では日本くらいしかなく、早くからいじめに取り組んでいる印象がある。ピア・サポート（仲間による支え）など良いプログラムもあると聞いているが、誰でも利用できる統一的なプログラムもあるといいと思う」（聞き手・木村達矢、写真も）

　Ｃｈｒｉｓｔｉｎａ　Ｓａｌｍｉｖａｌｌｉ　１９９８年、トゥルク大学で博士号。２００４年から同大教授。いじめとその予防策について研究を続けている。専門は心理学。

　ＫｉＶａ　いじめについて学ぶ授業「ＫｉＶａレッスン」と、コンピューターゲーム形式の「ＫｉＶａゲーム」がある。日本の小１、小４、中１に当たる学年向けに３種類ある。

　「レッスン」は、９０分の授業を月１回、年１０回行うのが基本。仲間意識からくる心理的圧力や尊敬の念などの感情について学び、いじめ防止に各自がどう行動すればいいかを考える。合間に行う「ゲーム」では、いじめ発生時の対処法、特に「傍観者」にならない方法を、楽しみながら練習する。

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121116-OYT8T00543.htm
（１８）統一的、長期的対策望む（11月24日）

連載「いじめと向き合う」を担当した記者が取材を振り返った。

　記者座談会
　――学校はいじめとどう向き合っていたか。

　Ａ　端緒をつかんでも、いじめっ子が「遊んでいただけだよ」「冗談だよ」などと言い逃れすることが多く、事実確認に先生は苦慮している。

　Ｂ　「いじめ」とひとくくりにされているが、暴力や金品の強要は犯罪行為。学校で何でもかんでも抱え込もうとする姿勢は問題だ。「いじめ」と「いじめ犯罪」の線引きをはっきり定義することが、対策の第一歩になるのでは。

　――対応は十分か。

　Ｃ　私自身、小中学生の時、いじめた経験もいじめられた経験もある。いじめが起きてから先生が道徳や人の痛みを説いても、怒りが増幅するだけで逆効果でしかないと感じた。被害者が抵抗したり、先生の力を借りたりして、力関係を逆転させることも初期段階では必要ではないか。

　Ｄ　ある高校では、いじめを全教職員で情報共有せず、数人で対応していた。「個人情報の保護」「プライバシー」などの理由があるようだが、その数人の力量で対応の仕方が変わってしまう。

　――最近の傾向はどうか。

　Ｃ　従来はドラえもんで言うと、ジャイアンやスネ夫タイプのいじめっ子が多かった。だが、兵庫県立大学の竹内和雄准教授によると、最近はしずかちゃんのようなクラスのアイドルが陰で人を操り、けしかけていることも多いという。担任教師はクラスをよく観察する必要がある。

　――なぜいじめるのか。

　Ａ　家庭での影響が大きいと思う。子どもを締め付けすぎる親と放任状態の親に二極化していると話す先生もいた。どちらも子どもにとっては強いストレスで、学校で間違った形で発散してしまう。

　Ｄ　幼児期が非常に大事だと感じた。「幼児期は心の回復力が高く、様々な体験ができる」という保育園長の話になるほどと思った。幼い時にたくさんけんかして泣き、後悔する経験を積めば、人間関係を築く力につながる。

　――教師の研修はどうしたらいいか。

　Ｃ　教師は自分が子どもの頃、優等生だった人が多く、いじめっ子やいじめられっ子の気持ちが分からないことも多いのでは。多様な人材を登用するほか、子どもの気持ちが分かるような研修方法の改善も必要だと思う。

　――国の役割は。

　Ｂ　単発的ないじめ防止プログラムでは効果は薄い。フィンランドの「ＫｉＶａ」プログラムのように、統一的に行われる年間プログラムが望まれる。メディアも深刻な事件があった時だけでなく、継続的にいじめ問題を取材し、啓発していかないといけない。

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20121117-OYT8T00259.htm
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